
 

キャリア教育の資質・能力を向上させるための重点単元計画 
福山市立新市中央中学校 

キャリア教育で育てる資質・能力 

3観点 思考・判断・表現／主体的に学習に取り組む態度 知識・技能／主体的に学習に取り組む態度 知識・技能／思考・判断・表現 

資質能力 チャレンジ＆チェンジする力 自己理解力 自己表現力 

中 2・3 
・目標達成に向けて，より良い方法を考えて取り組むことができる。 

・達成状況を振り返り，改善策を考えることができる。 

日々の学習活動を通して，自分の将来の夢や目標，生き方

を考えることができる。 

自分の思いや考えを，相手や場に応じて，分かりやすく説

明することができる。 

中 1 活動をふり返り，改善策を考える。 自分の将来の夢や目標を持つ。 自分の思いや考えを多様な表現方法を用いて説明できる。 

 

本単元での「自己理解力」をみとるルーブリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 教科 単元名（全 3時間） 教科の目標 キャリア教育で育てる資質・能力 関連企業等 

1 
家

庭 

バランス良く計画的な

金銭の管理 

知 支払い方法の特徴を理解している。 

計画的な金銭管理の必要性について理解している。 

★自己 

 理解 
自分の将来の夢や目標を持つ。 

日本第一生命 思 自分に合った金銭管理の方法を考え，工夫している。 
自己 

表現 
自分の思いや考えを多様な表現方法を用いて説

明できる。 

主 
計画的な金銭管理について，課題の解決に主体的に取り組んだ

り振り返って改善しようとしたりして，生活を工夫し創造し，

実践しようとしている。 

チ 活動をふり返り，改善策を考える。 

次 時 
学 習 活 動 

★出前授業／キャリア 
・指導上の留意点 

〇教科の評価規準 
★キャリア教育で育成する資質・能力の評価規準 

評価方法 
例：行動観察 

ワークシート 

ペーパーテスト など 

１ 1 1 

・支払い方法の種類や特徴に

ついて理解する。 

 

・支払い方法の種類について，生活経験や知っていることを挙げさ

せながら，整理してまとめる。特に近年で利用者が増えている電

子マネーについても触れながらまとめる。 

・電子マネー，カードの種類，通信販売について，経験の少ない生

徒にも分かるように，実物やイラストを見せながら説明する。ま

た，教科書の D マークコンテンツを活用し，インターネット通販

の疑似体験でクレジットカードの使い方や注意すべき事項を体験

しながら学習する。 

・支払い方法の特徴を理解できたか。（知） 

・支払い方法の特徴を考え，状況に応じて判断できたか。

（思） 

行動観察 

ハンドノート 

２ 1 1 

★人生のさまざまなリスクと

それらに対する必要な知識

や備え，消費者として知っ

ておくべき消費者被害とそ

の対策について知る。（日

本第一生命） 

・ライフサイクルゲーム（すごろく形式にゲーム）を通して，これ

からの生活の中で，どの場面でどのくらいのお金を支払う必要が

あるのか，自分自身の生活にはどのくらいのお金がかかるのかを

知る。 

・授業の後半で，「若者に多い消費者被害について」「人生のリス

クと備えについて」をクイズ形式で説明してもらう。 

★出前授業を通じて，自分の将来や生き方を考えることができ

たか。（自理） 

行動観察 

振り返り（ロイロノ

ート） 

３ 1 1 

・収入と支出のバランスの大

切さについて理解する。 

・計画的な金銭管理を行うた

めの実践について考える。 

・前時のライフサイクルゲームで出てきた「仕事で得た給料」と

「イベントごとでの支払い」が「収入」と「支出」にあたること

を理解しながら，「収入」と「支出」のバランスについて考え

る。 

・生活経験や調べ学習を通して，計画的な金銭管理の実践について

考える。 

・よりよい消費生活に向けて，課題を改善し，工夫し創造しよ

うとしているか。（チ） 

行動観察 

ハンドノート 

自己理解力（A : ３つ B : ２つ C : １つ） 

計画的な金銭管理の必要性について理解し，自分の将来や生き方を考えることができる。 

□ ライフサイクルゲームを通して，自分自身の生活において計画的な金銭管理が必要であることが理解できる。 

□ ライフサイクルゲームを通して，自分自身の生活を振り返り，課題を見つけながら計画的な金銭管理について考えることができる。 

□ ライフサイクルゲームを通じて，自分自身の課題を見つけ，その課題を改善する方法を見つけることができる。 

本単元での成果・子どもの姿（子どもの意見など） 

〇出前授業では，すごろく形式ということもあり，生涯でどのくらいの支出をする可能性があるかについて意欲関心が高まり，主体的に学習に取り組めて

いた。 

〇すごろくの途中に，「働いて収入を得る」「結婚をする」「家を購入する」「保険に加入する」などの場面があり，生徒一人一人がその場面でお金をど

のように使用するか考えることで，次時の「収入と支出のバランス」「計画的な金銭管理」での内容に繋げることができた。 

本単元での課題・改善案 

〇すごろくの中には，中学校の家庭科では出てこない単語や内容があったので，内容を完全には理解できていなかった部分があった。 

〇「ライフルサイクルゲーム」と「クイズ形式での説明」を取り組むのに，５０分では少し時間がたりないと感じた。 

 


